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新年のご挨拶 
信更地区住民自治協議会 会長 柴田優伸 

 新年あけましておめでとうございます。皆様には新春を晴々しい気持ちでお迎えのこと

とお喜び申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルス感染症も 5 類に移行し、私たちの生活も少しずつ平穏を取り戻してきた矢先、

能登半島地震や羽田空港航空機衝突事故が起きました。 

災害や事故がこんなにも身近に感じられ、対応していくことの難しさを感じました。 

その様な中、1月 2日には信更地区の成人式があり、新成人１０名中 9名の『キラキラと光る抱負』を聞

き感動いたしました。改めてこの地域が安全・安心で明るい未来を迎えられる様取り組みたいと思いますの

で皆様方のご意見ご支援をよろしくお願いいたします。 

 結びに、本年が皆様にとって良い年になりますようお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。 

 

 

信更支所長 山﨑 弘雄 

新年おめでとうございます。 

信更地区の皆様には、清々しい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルスが 5 類に移行されたこともあり、ほとんどの事業が少しずつ形を変えながら

ですが、コロナ禍前の状態に戻りつつあり良い年だったと思われます。 

そして、新しい年が始まりました。人口減少、核家族化による世代間のつながりなど心配もされます

が、地域の交流を大切にし、地域のイベントや活動に皆さんが積極的に参加し、地域の中のつながりを大

事にする地区住民自治活動のお手伝いができればと望みます。 

結びに、今年が皆様にとりまして災害の無い、幸多い一年となりますことを祈念しまして年頭の挨拶と

させていただきます。 
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コロナ禍で開催を自粛してい

た新年会を、1月 2日（火）に

開催しました。出席者は例年に

比べて少なかったですが、皆さ

ん賀詞交換をしたり、所属する

団体の様子や地区の様子などを

話したり、また個々の近況など

を話し合ったりして、親睦を深

めることができました。 

住自協新年会開催 
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役員視察研修 12月 3日（日）・4日（月）に糸魚川の大火と復興の状況を視察しました。 

 

「キターレ」という施設で説明をしていただきました。この施設は大火の

3 年後に開設したもので、焼失した 147 軒の中心地にあり、敷地の持ち主か

ら市が買い取りました。多目的ホール・大火の伝承スペース・シェアキッチ

ンを備え、地下には 200トンの防火水槽が設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ VTRにて火災の概要を視聴 ◆ 

糸魚川は昭和だけでも 3 年、7 年、29 年と 3 度大火の被害にあっている。特に昭和 7

年の大火は 368 棟が全焼している。この大火後の古い木造住宅が軒を連ねていて、公園

のようなオープンスペースが殆どなく、消防車両が入れない狭い路地が多かった。そこ

に強い風により飛び火（炭になった木片）が連続し同時多発的に延焼を拡大していった。 

 

◆ 火元大町区の斎藤伸一区長のお話 ◆ 

出火から鎮火直後まで 

区長に就任した年の大火だった。広報無線で大町地区火災発生消防団出動の放送があり、すぐに向かった。

すぐ消えると思ったが、100ｍ先、50ｍ先と飛び火で同時多発の火事になった。水が無くなりコンクリート

ミキサー車で運んだ。負傷者が 17 名出た。2 名が避難中に転倒して軽症、15 名は消防団員が煙で目と喉を

やられた。消防署員のようにエアボンベやマスクが無かったためである。 

自主防災組織はあったが機能しなかった。昼間働きに出ていて誰もいなく、駆けつけてきたときには危険

防止と火事場泥棒対策のため地域が封鎖されており、自主防災会の会員は入ることができなかった。自主防

災が機能せず避難誘導要支援者の方々が心配だった。大町の火災現場には 7名の要支援者がいた。高齢者の

方は、お互いが日頃から付き合いがあったので、声を掛け合い駅に自主避難していた。 

鎮火後は全国から研究者が来た。死者 0はどういう状態なのかと大学、防災、マスコミが押し寄せて対応

が大変であった。またボランティアセンターを社会福祉協議会が設置したが、これは糸魚川が初めてだった

ため研究者が押し寄せた。 

安否確認には 3日かかった。高齢者は駅に避難したが、自分の子供や友達のところに避難していた他の人

の確認が難しかった。しかし、3日で確認できたのは日頃から地域住民との絆を深めていたからだ。 
 

防災と復興  

現在は 200トンの防火水槽を設置している。全国でこの規模のものはない。国に依頼し、消防団の積載車

にマスク・ゴーグル・耐火の長靴・耐火服を装備するようになった。 

高齢者には避難誘導を待つことなく自主避難をお願いしている。連絡網として固定電話番号を控えてあ

ったが連絡が取れないので携帯電話の番号を控えることにした。 

土地の境界線が困った。国の土地台帳と実際は違う。喧嘩腰になる事もあった。お互い半々にして解決し

た。赤線、青線も公図と違っているのを整理した。 

以前の大火のときは復興より復旧に力を入れたため家が隣接していた。今回は 4ｍの道路も 6ｍに広げ、

電柱も無柱化している。 

被災者に対し歌やゲームなどの励ます会を行ったが評判が良く月 1回行っている。 

 

◆ 糸魚川市駅北大火の概要 ◆ 

【日時】［出火］平成 28(2016)年 12月 22日 10時 20分頃 ［鎮火］12月 23日 16時 30分※約 30時間延焼 

【被害】焼損棟数：147棟 被災者：145世帯 260人 被災事業所： 56事業所 焼失面積：約 40,000㎡(4ha) 

負傷者：17人（一般 2人、消防団員 15人）※死者は無し 

【気象】気温 18.4℃、湿度 54.7%、最大瞬間風速 27.2m／秒（南南東の風）※いずれも糸魚川市消防本部観測 

日本海に低気圧 フェーン現象が発生 

【人口・世帯】44,561人 17,536世帯※10月 1日現在 

 
大火で見つかった最大の飛び

火。重さは 114 グラム↓ 
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このほど、『信更町誌』編集に使用した資料を整理しました。住民の皆さんの閲覧・利用をおすすめします。 

内容：資料およびコピー、デジタル資料、参考図書 

場所：支所 2階の小会議室、書棚に収納してあります。 

利用：住民自治協議会に申し込んで、小会議室で閲覧してください。 

備考：赤田区・灰原区・小田原耕地・三水区の区有文書および涌池柳沢家文書は、市公文書館・市立博物館に

寄贈しましたので、そちらで閲覧してください。安庭区・軽井沢耕地の文書は、それぞれの区・耕地に

お返しいたしました。 

 

市は 65mm の消火栓にソケットを付け 40mm のホースをセットした。これだと女性でも子どもでも消火で

きるので 40mmで訓練を行っている。 

区と民生委員との情報交換を強化することにした。 

連動型警報機を設置し、家の中の警報が外でも聞こえるようにした。65 歳以上の家には補助金を出して

普及に努めている。 

国は生活再建支援法を適用してくれた。これにより片付けなどを国がやってくれた。 

区画整理をし、8箇所の延焼防止用の空き地を公園という名称でつくった。今後の活用方法が課題。 

一番ありがたかったのは若い人たちがやる気になってくれたこと。何をやったら良いかという相談に来

た。一杯飲みながら色んな話をし、現在はいろんな取り組みを行っている。 

子どもたちに 12月 22日に火の用心の夜回りをしてもらうことにした。 

行政との話し合いが親密になった。自助・共助・公助という 3つがあるが私達は近助も含めて 4点で災害

を防ぐ。起きた場合でも対応はしっかりできるように取り組んでいきたい。 
 

質疑応答 

Q：まだ狭い道路があるがその後どんなふうにしているのか。 

A：道路を広げるには予算がかかるので、連動型警報機の設置や、訓練、防火意識の強化くらいしか無い。 

Q：我々の地区では炊き出しなど日赤奉仕団の組織が機能しなくなってきている。ここでは日赤奉仕団など

は生きているのか。 

A：日赤奉仕団としては社会福祉協議会を通して一応組織としてはあるが、高齢化でまもなく無くなりそう

だと思うのでなかなか頼れるような状況ではない。 

 

この度の能登半島地震では糸魚川でも液状化現象が発生したとのこと。被災された方には心からお見舞い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL 026-290-3848 FAX 026-214-1181 

〒381-2353 長野市信更町田野口 235-1 

 
地域の皆様とのきずなを大切に 

グループホームしんこう 

 

290-4015 

 社会福祉法人あさひ福祉会 

（026）290-3000 

 

TEL 278-2268 FAX 278-9720 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

ミツトモ 

松代町小島田 3549-5  永井 智達 

点検・整備お気軽にお問い合わせください 

営業時間午前 9 時～午後 4 時 

TEL/FAX 299 - 2458 

信更いっぽ工房 

        

おやき製造・販売 

地方発送（冷凍・冷蔵） 

『信更町誌』編集資料の閲覧 
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福祉健康部会 

 

 

 

 

  多年にわたり地域福祉の発展に寄与された方々を顕彰し、地域に 

おけるなお一層の活躍を期待するとともに、これからの信更地区を 

より良いものにしていくことを確認する機会とし、開催しました。 

右の方々が表彰されました。おめでとうございます。 

  表彰の後、『住み慣れた地区で生涯健康に暮らしていくために』と 

題し、長野市国保・高齢者医療課の保健師安樂史香様と管理栄養士 

寺内敦子様による記念講演を開催しました。 

第３６回信更地区社会福祉大会 

１２月１日(金) 信更公民館 

社会福祉功労者 

 清水 裕介様 

 安田 聡美様  丸山 祐子様 

 宮田 和子様  平林 まさ子様 

 伊藤 陽子様  日詰 章一様  

 北村 綾子様  市川 ひろ子様 

 松井 真知子様 石坂 みずえ様 

 野一色 満子様 河合 敬惠様 

 

優良介護者 

 内山 なつえ様 内山 みつ子様 

 大矢 正敏様  島田 禮子様 

 村田 松美様 

 

＜お披露目＞ 

長野県社会福祉功労者 

 大田 敬文様  

 高沼 君人様  村田 りう様 

長野市社会福祉功労者 

 高野 仁子様 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 信更公民館で開催した今年のクリスマス会には、

５人のお友たちがパパやママと来てくれました。 

 紙コップを利用したランタン作りを教えてもら

い、その後、手作りの昼食をいただいて楽しいクリ

スマス会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てほっとパーク 
１２月１０日(日) もちつき＆ボッチャで交流

会 

１２月２２日(金)  クリスマス会 

１２月１５日(金)  保健福祉推進員 

視察研修 

 

つきたてのお餅ととん汁で

昼食。その後、ボッチャで楽

しく交流会をしました。 

プラザのお兄さんお姉さん

は皆上手でした。 

晴天の下、楽しくもち

つき体験できました。 

一生懸命頑張って美味

しいお餅がつきあがりま

した。 

 

 

１２月６日＆１月１５日 

スマイルボウリング会 信更公民館 

 支所発地域力向上支援金により

“スマイルボウリング”を購入して

から３年目の今年度は、８回開催す

ることができました。どなたでもで

きる簡単なゲームで、心地よく体を

動かし、楽しいひとときを過ごして

もらっております。来年度も開催す

る予定です。より多くの方のご来場

をお待ちしております。 

 

 

 

⇑工作風景 

⇐灯りがともると素敵です 

健康体操教室のご案内 

 忙しい日々の中、運動する機

会として第２と第４月曜日の午

後、信更公民館でヨガ教室を開

催しています。身体のバランス

を整えるとともに、日々の疲れ

もとりリフレッシュできます。

大勢の皆様ご参加下さい。 

  

 福祉推進員の研修で総勢１３名、

美麻高原蔵(マルコメ)に行ってきま

した。発酵食品に関してのお話を聞

いた後、味噌の仕込みを体験しまし

た。推進員は、地域住民の健康づく

りを推進する役割を担っています。

地域の皆さんの 

健康を考える良 

い機会になりま 

した。 

 


